
「長野県坂城高等学校」 

 

EdTech導入による変化 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長野県坂城高等学校

長野県坂城高等学校 【ポイント】
 
１．地方公立スタンダードな高校　 
 
２．2019年の9月にChrome book「すらら」を導入 
　→ICT環境はそれまで一切なし 
 
３．周りにもICT導入事例なし 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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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EdTech導入前後の変化 

１．理解の進んでいる生徒 
 

→自分がすでに理解している部分を学習している 
　→冗長に感じ、モチベーションが下がる 

１．理解の進んでいる生徒 
 
→　理解の進んだ生徒は、 
　　次の課題へ進ませることができる 

Before  After 

-個々の理解度の違いに合わせた学びの変化-

２．理解が遅れている生徒 
 
→自分がまだ理解していないのに学習が進んでいく　　 
　→理解できない部分が積み残る。 
　　今するべきものに取り組めなくなり、 
　　　モチベーションが下がる 

２．理解が遅れている生徒 
 

→　その生徒のペースで 
　「できた」を積み重ねられる 

３．すべての生徒 

⇒　手が止まったり、 
　　モチベーションが下がったりすることが減る
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授業風景の変化
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化



9

EdTech導入前後の変化 

【教科書の進度に合わせて文法事項を学習する】 
 

１．学習プリントやテストに向けての学習が、 
　　回答の転写や暗記になっている 
 
２．定着前に次に進んでしまっている 
 

 
⇒　定着度が低い 

Before  After 

-学習内容の定着に関する変化-

「すらら」によって、“学び直し”として 
学習事項の理解・定着を確認しながら進められる 

１．ランダムな出題、正解しないと進まない。 

 
２．AIによる難易度調整によって生徒が「できた」状態
で先に進む形となった 

 

⇒　定着したら進む 

※　教科書とは別の軸で「学び直し」として実践 
　生徒の理解度や進度を管理画面から確認できる 
　ため、次に進むタイミングを検討できる
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各教科アンケート　これまで以上に授業内で「わかった」と感じる　96.1%

　英数国3科目の平均。2021年度高校1年生に対する授業アンケート結果
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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EdTech導入前後の変化 

・進路実現のための個別指導で 
　手が届かない部分がある 

→授業では扱えない範囲の学習や 
　すでに学習した部分の復習、いずれの場合も 
　個別対応が必要。 

 

⇒　時間と人手が足りない場合がある

 

Before  After 

-進路実現についての個別指導の変化-

・進路実現のための個別指導で、 
　学習箇所の指示や課題配信で補える 

→レクチャーを活用すれば、 
　まだ学習していない部分も学習可能

→復習もレクチャーとドリルがあるので 
　充実させられる 

⇒　すららで各々に学習箇所を設置。 
　　または必要な箇所を自動で算出 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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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EdTech導入前後の変化 

・授業時間の中で個別の支援まで時間が取れない 
　 

→個別に特性があり、理解度にも差がある中で 
　教える内容や教え方は一律になってしまう 

→授業内でのリアルタイムの学習状況把握には 
　時間がかかり、対応が間に合わないことがある 

Before  After 

-授業内における教員の指導生産性の変化-

・支援を必要とする場面や生徒に対して 
　適時に対応が可能となる 

→レクチャーや難易度調整により 
　躓きが少なく学習が進むようになる

→管理画面等の活用により 
　全体の理解度や躓いている生徒が見える 

⇒教員の立ち位置は 
　「教壇の上」から「生徒の横」に 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授業の中の動きの変化
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
実社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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EdTech導入前後の変化 

・学んだ知識や技能を実社会との繋がりの中で 
　活用や応用を考え実践する機会が少ない 

→実社会と繋がる機会の設定には労力がかかり 
　機会を十分に与えられない 

→学んだことが実社会の中にあるものと 
　結びつくイメージを持てない 

⇒　学びの意義が明確にならず
　　学校での学びが学校限りのものとなる 

Before  After 

-実社会との繋がりにおける変化-

・一人ひとりが実社会と繋がるツールがあり 
　学校での学びと実社会での活用が繋がる 

→教科学習の中で 
　実際に「見て、調べて、創る」機会が増える

→探究学習の中で 
　学校外の人と繋がり、協働や発信を行う 

⇒　学びの意義を感じモチベーションが高まり 
　　将来を生きていく糧となる学びに 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生徒が創る学び 

探究学習 

　コロナ禍で苦しむ飲食店を
サポートするWEBサイトの作
成。 

 

教科学習 

 英語の授業内
で作成されたレ
ポート。 



22

変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
現代社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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変化のカード

① 
個々の理解度の違いに 
合わせた学びの変化 

②
学習内容の定着に

関する変化

③
進路実現についての

個別指導の変化

④ 
授業内における教員の 

指導生産性の変化 

⑤
現代社会との繋がり

における変化

⑥
アンケートに関わる

業務の変化
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EdTech導入前後の変化 

・学校教育現場には多くの調査（アンケート） 
　がある 

→アンケートを実施、集計するには 
　多くの時間がかかる 

→アンケート結果の集計や共有に時間かかり 
　教育活動への還元が最大限にできていない 

⇒　かかる労力と生まれる成果のギャップ 

 

Before  After 

-アンケートに関わる業務の変化-

・ICT環境の活用で 
　労力の削減と即時のフィードバックが可能 

→実施、集計に関して 
　時間や資源を削減できる

→集計に時間がかからず、 
　結果の共有に関してもタイムラグがない 

⇒　労力を抑えて成果を大きくできる 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坂城高校ルーブリック

生徒が自己評価によって、自分の能力や特性・意識について評価
する。
最低が1点で、最大が4点。
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坂城高校ルーブリックにおいて11項目がすべて上昇　

2020年6月、2021年2月に1，2年生それぞれに対して、調査を実施。
知識技能ならびに意欲、興味関心・学校卒業後の自分の道を切り開くうえで重要な特性（前頁参照）につい
て、
喜ばしいことに、両学年ともに11項目すべての項目での上昇という結果となった。
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